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福岡県立糸島特別支援学校　

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画　（４月）
　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

学校運営方針
ふるさとを愛し地域とのつながりを大切にして、夢に向かって小さな「できる」を積み重ね、共生社会の形成に向けて、地域社会の人とともに新たな価値を創り上げていく児童生
徒を育む

・質の高い、深い学びの実現に向けた授業改善・研究の推進
・校内支援体制の充実
・小･中・高等学校等への支援及び連携の充実

Ⅳ　職場の風土づくり～チーム力の醸成～
・心理的安全性の高い職場風土づくり
・超過勤務時間縮減に向けた業務効率化・平準化及び省資源・省エネルギ―の推進

具体的目標 具　体　的　方　策 評価（３月） 次年度の主な課題

昨年度の成果と課題 年　度　重　点　目　標 具　体　的　目　標

〇大学や地域との連携、新たな取組
に積極的で、多くの交流人口を生かし
た点は大きな強み・特色である。今後
はｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙを生かして、九州大
学との連携「共創ﾁｬﾚﾝｼﾞ（校内外連
携）」などの取組をさらに充実させる必
要がある。
〇ICTの活用やいじめ対応の取組等
をHPで発信し、理解促進に努める。
〇行事運営の計画性を高め年間の見
通しの明確化や準備の標準化等で、
計画的な業務の遂行と教職員の負担
軽減を図る。

Ⅰ糸島の地に根差した一人一人の可能性を最大限
に伸ばす学びの推進

・コミュニティ・スクールを活用した取組の推進 〈共創チャレンジ〉
・一貫した継続性のある教育活動の充実
・積極的な情報発信の推進

Ⅱ 将来に向けた健康・安全・安心な学校生活の確
立

・進路に関する情報提供の充実と進路先の開拓
・主体的な活動を促し自己指導能力を育む指導の充実
・安全・安心な環境の整備

Ⅲ　日々の授業改善と学校内外への支援の充実

【かかわる】　教師や友達とのかかわり
を楽しみながら、意欲的に学習活動に
取り組む力を育てる。

肯定的なまなざしで、教師自身が積極的に児童とかかわる。（毎日）

学習場面や生活場面において、児童同士がかかわる場面を意図的に設定する。（毎
時間）

【挑戦する】　学校生活に見通しをも
ち、初めてのことや苦手なことにも挑戦
する力を育てる。

スモールステップで事前学習をしたり、できたことの振り返りをしたりする。（学習場
面）

【自分で】 基本的生活習慣が分かり、自分
のことを自分でしようとする力を育てる。

カードやタブレット端末で見通しを示したり、シールなどで意欲を高めたりする。（適
宜）

カレンダーや時間割りで、学校行事や活動内容などが分かるようにする。（生活場
面）

時間や挨拶などの指導を工夫し、集団への意識をもつことができるようにする。（毎
日）
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【自分で】　よりよい生活のために自ら
考え行動し、自己選択・自己決定がで
きる力を育てる。

基本的生活習慣の確立に向けて学年・学級での定期的な評価を行う。（月に２回以
上）

「○○で賞コンテスト」を実施し、生徒が挑戦できる場を設定する。（学期に１回以上）
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【自分で】自分の生活を管理し、社会の
一員として主体的に行動できる力を育
てる。

朝の運動（毎日）や体重（個に応じて定期的に）の記録を取り、自分の健康を管理す
る場を設定する。

目標と成果を定期的に評価し、生徒が自分で選んだり決めたりできる場を設定する。

【かかわる】　自分や相手の存在を認
め合いながら、友達や地域に対して思
いやりと感謝の気持ちを表現できる力
を育てる。

教科によって実態別や縦割りでの学習や教科担当制の授業を実施する。

積極的に地域や校外での活動を設定する。（学期に１回以上）

【挑戦する】　得意なことを増やし、苦手
なことや新しいことにも根気強くチャレ
ンジし続けようとする態度を育む。

「少し頑張ればできる」を達成するために目標を生徒とともに設定する。

開始、終了時刻を視覚的に掲示するとともに、時間管理について振り返る場を学級
活動の中で設定する。（学期に１回以上）

【かかわる】自分の気持ちや意思を相
手に適切に伝え、円滑な人間関係を築
く力を育てる。

自己表現力や他者受容力が高まるように、三学年合同で交流できる場を設定する。
（年に２回以上）

高等部での生活全般を通して、関わるすべての人を意識し、挨拶や礼儀を含めたよ
りよい関わり方ができるような学習活動を設定する。

【挑戦する】自分で目標を設定し、計画
的に努力を続ける力を育てる。

学級活動の中で担任とともに「自分が目指す姿目標シート」の設定・振り返り・見直し
を行う場を設定する。（学期に２回以上）

各職業班で糸特技能資格試験を実施し、生徒が挑戦できる場を設定する。
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【かかわる】教師や友達のかかわりの
中で、自分なりの方法で意思や考えを
伝えようとする力を育てる。

一人一人が楽な方法で自分の気持ちを伝える方法を見つける。(毎日)

スイッチ教材や視線入力装置等を活用し、教師や友達と交流する場を設ける。(週１
回)

【挑戦する】教師や友達に必要な支援
を依頼しながら、挑戦する力を育てる。

分身ロボット等を活用し、様々な場所の人に支援を依頼する場を設ける。(週１回)

支援を依頼する場面等を意図的に設定して、成功体験を積み重ねる。(毎日)

プログラミングやデザイン作成アプリを活用した作業学習等の充実を図る。(週１回)

学部や学年の行事等において、様々な教師や友達と積極的にかかわることができる
ようにする。(学期１回)

他者とのかかわりの中で、自分の立場や状況に応じてコミュニケーションがとれるよ
うに必要に応じた支援を行う。(毎日)

書く、読み取る、話すなどの自分の強みを生かして取り組むことができるようにする。
(毎日)

生徒の挑戦する気持ちを大切にし、継続的に課題や宿題に取り組めるようにする。
(週４日)

生徒の表出サインを「主体的な選択」として捉えるため、生徒が表出しやすい快・不
快・受容・拒否のサインを学級等で共通理解する。(毎日)

【自分で】自分の得意なことや苦手なこ
とを理解し、行動する力を育てる。

自分ができることを考え、支援が必要なことを他者に依頼することができる場を設定
する。(毎日)

【かかわる】教師や友達の思いや立場
に気付き、自分の気持ちを表現し伝え
る力を育てる。

【挑戦する】自分に合った方法で、諦め
ずに挑戦する力を育てる。

【自分で】必要な支援や手段を選択し、
主体的に活用しようとする力を育てる。

自立活動だけでなく、各教科や日常生活場面において、必要な支援や手段を選択す
る場面を設ける。(毎日)
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各学部の実態を考慮し、小中高校生や地域の方との交流を行う。　（年間２回）

一貫した継続性のある教育活動の充
実を図る。【教務企画課】

各学部の段階に応じた効果的な朝の運動と清掃活動についての構想図を掲示し、
実施内容・方法の見直しを行う。　（年間３回）

学校ホームページの積極的更新に努
め、本校の教育活動について広く発信
する。【総務広報課】

ホームページ掲載計画をチェックしながら実施した教育活動を発信する。
（月１回の確認、随時更新）

見やすく分かりやすいホームページを目指し、全体のレイアウトや発信内容を定期
的に見直す。（学期１回）

肢体不自由教育部門と知的障がい教育部門や小中高のつながりを意識した授業内
容、学校行事等についてのアンケートを実施し、改善を行う。　（学期に１回）

児童生徒の学習活動においてＩＣＴを効
果的に活用し学ぶ意欲を高め、情報活
用能力の育成を図る。【情報活用課】

コミュニティ・スクールを活用した取組
の推進を図る。【教務企画課】

地域に関する学習や地域交流を適切な時期に実施し、改善を行う。　（前期後期計２
回）

アプリの活用や周辺機器を用いた支援方法をOneNoteで共有し、活用の推進を図
る。（各学期１回以上）

情報活用能力育成に向けた授業づくりのポイントや系統性を整理し、情報提供を行
う。（年１回）
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【自分で】自分なりの方法で気持ちを伝
えようとしたり、自分のことに取り組ん
だりしようとする力を育てる。

身振りや声、補助具等を活用して、自分の気持ちを表出できるようにする。(毎日)

自分のことを少しでも自分自身でできるような活動や支援を行う。(毎日)

【かかわる】教師や友達とのかかわりを
楽しみ、自分からかかわろうとする力を
育てる。

様々な教師や友達とかかわる場を設定する。(週１回程度)

絵カードやタブレット端末等を活用し、見通しをもって自分からかかわろうとすること
ができるようにする。(毎日)

【挑戦する】初めてのことや苦手なこと
を受け入れたり、挑戦したりする力を育
てる。

教材教具を工夫し、段階的に物や人とのかかわり方を受け入れられるようにする。
(週２回程度)

係活動や当番活動を設定し、見通しをもって挑戦することができるようにする。(毎日)



いじめ対策として児童生徒を対象とした「学校生活アンケート」を学期１回、教員を対
象とした「学級の様子チェックシート」を月１回実施し、家庭用アンケートを実施する。

安全かつ衛生的な環境の整備や校内
体制の充実を図る。【保健環境課】

気付き・ヒヤリハットフォームを活用し、円滑に共有を行う。（毎月１回）

全職員向けに校内の安全についてのアンケートを実施し、時期や行事に合わせて周
知する。（学期１回以上）

地元企業や福祉事業所等と連携した
進路指導と現場実習の充実に努める。
【キャリア教育課】

　現場実習の日誌と職業科の日誌を適宜見直し繋がりある進路指導を充実させる。（学期1回）

各事業所や外部機関と意見交換会を実施し円滑な現場実習を実施する。（年間４回）

「進路だより」の発行や進路掲示板、
HPの更新による情報提供と、個別の
進路相談の充実を図る。【キャリア教育
課】

「進路だより」を発行し進路掲示板、HP更新をする。　（学期２回）

進路実現に向けた個別の進路相談を実施する。　（学期１０回以上）

安全な通学のために関係者との連携
を図る。【生徒指導課】

児童生徒が健康で安全安心な生活を
送るための校内体制と指導の充実を
図る。【保健環境課】

運転手、添乗員と連携を密にバス連絡会を実施する。（学期１回）

バス乗車指導で乗車のマナー指導と単独通学生安全指導を実施する。（学期１回）

緊急時対応シミュレーションを実施し、成果と課題から対応を検討する。（各グループ
年２回以上）

医療的ケアの実施体制や手順の見直しを行い、安全な実施につなげる。（月１回）
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集団活動での自主性と自己指導能力
の強化を図る。【生徒指導課】

児童生徒会役員が全校集会（年間８回）、遠足、及び各フェスタのレクレーションや開
閉会式を企画・運営し、図書委員会において、委員会活動（月１回）の充実を図る。

校内支援体制の充実を図る。【支援連
携課】

標準化スケールの有効的な活用のため、学級や学年団等で確認する場を設定す
る。（年２回）

「糸特若年研ガイドライン」に基づき、年次に応じた研修と提出物確認を計画的に行
う。
（実施率100％）

人権に配慮した指導支援の基本線としての「糸特おもいやり○原則（仮称）」を作成
する。（夏季研修で作成し、後期に1度見直す）

危機管理マニュアルの改善と訓練等に
よる周知を図る。【生徒指導課】

安全安心な学校給食の提供方法の確
立と食育の充実を図る。【保健環境課】

危機管理マニュアルの見直し会議を実施する。（学期１回）

地震火災避難訓練、不審者対応訓練（各抜き打ちを含む）を実施し、引き渡し確認会
を実施する。

食物アレルギーや形態食等、提供体制の見直しを実施する。（学期１回以上）

食に関する全体計画を整え、各教科との関連性をもたせた給食献立を作成する。
（学期１回以上）

域内の小・中学校等への支援及び連
携の充実を図る。【支援連携課】

Ⅲ
　
日
々
の
授
業
改
善
と
学
校
内
外
へ
の
支
援
の

充
実 児童生徒の実態に応じた道徳教育の

充実（ねらいの明確化）を図る。【研修
研究課】

「道徳ねらい定めシート」を活用し、各グループで道徳科の授業について協議を行
う。
（イトケンタイム年10回）

地域の小・中・高等学校等のニーズを踏まえ、地域支援便りを発行する。　（年２回）

実態把握とそれに基づく教科指導をテーマに、地域のニーズを踏まえて「糸特セミ
ナー」を計画的に実施する。（アンケート満足度３．５以上）

授業参観システムや個別最適な職員
研修によるＯＪＬ推進に努める。【研修
研究課】

授業参観・動画視聴による相互参観と職員のニーズに応じた自主参加型研修を実
施する。（授業参観達成率90％以上／スポッと研修年４回以上）

職員室環境のアンケート調査を行い、課題点を把握して改善に役立てる。（学期1回）

職員室内の物の配置や補充方法等を整理し、「職員室ガイドブック」の内容を検討す
る。（学期１回）

各種マニュアルや規程様式をOneNoteで共有し、活用の推進を図る。 （年１回）

外部講師を招聘し、道徳科の授業づくりに関する職員の理解を深める研修の機会を
設ける。（夏季１回、冬季１回）

児童生徒及び教職員の安全確保のた
め施設設備等の整備の充実を図る。
【事務部】

施設設備等の点検を行い、危険個所を早期発見した際は速やかに対応する。（月１
回）

安全対策等、育成部と連携し、必要な備品等の整備を図る。（年１回）

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策
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機器貸出方法や情報共有に関する長期的な運用方法を検討する。（各学期１回）

業務効率を高めるため、資源の有効活
用や室内環境の整備に努める。【総務
広報課】

評価項目以外のものに関する意見

学校経営に参画し、効率的で効果的な
予算執行に努める。【事務部】

校務の効率化に寄与する情報共有及
び生成ＡＩの活用による業務の負担軽
減を図る。【情報活用課】

関係各部と連携し必要な物品購入の検討を行うとともに、適切な予算執行を行う。ま
た、必要に応じて予算要求を行う。（随時）

光熱水費及びコピー等消耗品の節約を教職員に啓発する（学期１回）

非常災害に備えるため非常用設備の点検を実施する。（年２回）


